
バイパス整備による緊急輸送時間の短縮
－国道１２３号桂常北バイパスの一部開通（城里町上圷～石塚）－

＜シリーズ なるほど公共事業 Ｎｏ.１８５＞

【課題と事業効果】

○急勾配・急カーブが複合する手這坂が通行困難
○城里町石塚市街地部のクランク型交差点が通行困難

！！慢性的な渋滞！！

○見通しの良い，両側歩道2車線のバイパスを整備
・歩行者や通過車両の安全を確保
・渋滞緩和により緊急輸送時間の短縮

【事業概要】
路線名 一般国道 １２３号
事業箇所 城里町粟地区～那珂西地区
事業期間 平成１２年度～
全体計画延長 ７，５８０ｍ(うち供用延長 １，５００ｍ)
幅員 ２８．０ｍ／６．５ｍ

二次三次救急病院が集中する水戸市までの時間短縮

交通困難箇所の改善により，
交通時間が４分３０秒短縮

商業施設地を創出

開通により沿道の１０haに商業業務施設の立地
が可能となった。

通学路として，子供の安全を守る

城里町立石塚小学校の通学路とし
て整備された歩道が役立っていま
す。
※１日２００人程利用されています。

地域やくらしへの効果

平成26年度開通
L=680m

全体事業 L=7580m
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バイパス開通状況

手這坂部 渋滞状況

多量出血の救命救急
死亡率
約60%→40% 20%程度低下

※カーラーの救命曲線より イメージ

至 宇都宮市

L=820m
平成27年度開通

開通済み L=1500m


